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Ⅰ　

は
じ
め
に

　

本
書
は
、
著
者
が
大
阪
外
国
語
大
学
に
提
出
し
た
博
士
学
位
論
文
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
加
筆
・
修
正
を
加
え
て
学
術
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
を
構
成
す
る
各
章
の
う
ち
、
大
部
分

は
、
著
者
が
学
術
雑
誌
や
図
書
に
て
発
表
し
た
論
文
や
研
究
成
果
報
告

書
を
初
出
と
す
る
。

　

満
洲
国
は
、
日
本
の
中
国
侵
略
の
巨
大
な
橋
頭
堡
と
な
り
、
中
国
に

と
っ
て
は
国
土
の
蹂
躙
に
道
を
開
く
ま
さ
に
「
国
恥
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
人
満
洲
農
業
移
民
（
以
下
、
満
洲
移
民
）
に
関
し
て
、

送
出
の
背
景
や
政
策
展
開
、
営
農
実
態
な
ど
を
中
心
に
、
実
証
分
析
が

積
み
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
他
方
、
日
本
で
は
満
洲
移
民
を
め
ぐ
っ
て
引

き
揚
げ
の
悲
劇
に
規
定
さ
れ
た
被
害
の
面
を
強
調
す
る
も
の
、
そ
の
被

害
を
生
み
出
し
た
加
害
の
面
を
強
調
す
る
も
の
に
二
分
さ
れ
て
き
た
。

中
国
東
北
地
域
に
お
け
る

日
本
人
移
民
の
政
策
展
開

朴 

敬 

玉
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こ
れ
に
対
し
、
本
書
は
、
満
洲
移
民
は
中
国
東
北
地
域
史
を
構
成
す
る

一
部
で
も
あ
る
と
し
、
移
民
の
入
植
地
と
な
っ
た
満
洲
国
が
そ
の
政
策

を
ど
の
よ
う
に
実
施
し
、
そ
れ
が
中
国
東
北
地
域
で
ど
の
よ
う
に
展
開

さ
れ
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
政
策
に
対
す
る
地
域
側
の
関

与
を
把
握
す
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。

Ⅱ　

構
成
と
概
要

　

本
書
は
、
第
１
部
「
中
央
の
政
策
決
定
と
実
施
」
と
、
第
２
部
「
地

域
に
お
け
る
政
策
展
開
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
以
下
に
、
本
書
の

構
成
・
各
章
の
概
要
を
示
す
。

　

序
章

　

第
１
部　

中
央
の
政
策
決
定
と
実
施

　
　

第
１
章　

移
民
機
関
の
設
置
に
み
る
満
洲
国
の
政
策
関
与
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第
２
章　

移
民
政
策
の
制
度
化
と
戦
時
体
制
へ
の
移
行

　
　

第
３
章　

移
民
用
地
の
取
得
・
開
発
・
配
分

　
　

第
４
章　

満
洲
国
立
開
拓
研
究
所
の
調
査
と
研
究

　

第
２
部　

地
域
に
お
け
る
政
策
展
開

　
　

第
５
章　

�

日
本
人
移
民
の
入
植
と
地
域
の
抵
抗
―
―
三
江
省
樺
川

県
の
事
例
か
ら

　
　

第
６
章　

�「
未
利
用
地
開
発
」
の
実
施
―
―
錦
州
省
盤
山
県
の
事

例
か
ら

遷
と
そ
の
中
心
的
業
務
、
な
か
で
も
移
民
用
地
を
め
ぐ
る
業
務
や
調
査

研
究
活
動
を
通
し
て
、
満
洲
国
中
央
の
政
策
決
定
と
実
施
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
る
。

　

第
１
章
で
は
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三
九
年
ま
で
を
対
象
と
し
、
当

初
は
日
本
人
移
民
政
策
に
関
与
で
き
な
か
っ
た
満
洲
国
が
い
か
に
そ
の

政
策
実
施
に
関
わ
っ
て
い
き
、
ま
た
そ
の
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い
っ

た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
一
九
三
四
年
三
月
の
大
規
模
な
移
民
用
地

取
得
に
端
を
発
す
る
土
龍
山
事
件
を
受
け
て
、
一
九
三
五
年
七
月
、
満

洲
国
は
拓
政
司
を
設
置
し
、
政
策
実
施
に
対
応
し
た
こ
と
が
、
日
本
人

移
民
の
政
策
実
施
過
程
に
参
与
す
る
転
機
と
な
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ま

た
、
一
九
三
九
年
の
開
拓
総
局
の
設
置
を
通
し
て
、
満
洲
国
は
移
民

政
策
決
定
過
程
に
参
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
分
析
す
る
。
同
時
に
、

関
東
軍
は
総
務
庁
に
設
置
し
た
委
員
会
を
通
じ
て
満
洲
国
の
「
内
面
指

導
」
の
経
路
を
確
保
し
て
い
て
、
日
本
人
移
民
政
策
は
機
構
内
部
に
関

東
軍
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
る
構
造
を
組
み
込
み
つ
つ
、
そ
の
制
度

化
を
進
め
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
２
章
で
は
、
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
を
対
象
と
し
、

一
九
三
九
年
一
二
月
に
決
定
し
た
「
満
洲
開
拓
政
策
基
本
要
綱
」
以
後
、

満
洲
国
が
確
立
し
て
い
っ
た
移
民
政
策
実
施
の
体
制
を
機
構
、
法
制
な

ど
の
面
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
満
洲
国
の
移
民
政
策
は
地
域
に
一
定
の

配
慮
を
示
し
つ
つ
、
日
本
側
と
は
異
な
る
論
理
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、

　
　

第
７
章　

�

戦
時
下
の
「
開
拓
増
産
」
と
「
農
地
開
発
」
―
―
吉
林

省
徳
恵
県
の
事
例
か
ら

　

終
章

　　

序
章
で
は
、
本
書
の
課
題
、
研
究
史
、
入
植
地
の
歴
史
的
背
景
、
構

成
と
資
料
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、従
来
の
研
究
で
は
「
開
拓
」

と
い
う
用
語
の
使
用
は
避
け
ら
れ
て
き
た
が
、
満
洲
国
は
日
中
戦
争
開

始
後
、
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
「
未
利
用
地
開
発
」
へ
の
転
換
を
模
索

し
て
い
た
と
す
る
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
「
未
利
用
地
開
発
主
義
」
は
ほ

ぼ
実
態
を
と
も
な
わ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
方
針
は
日
本
人
移
民
政
策
を

中
国
東
北
地
域
と
の
関
係
の
な
か
で
と
ら
え
る
手
が
か
り
で
あ
り
、
検

討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
し
た
。

　

第
１
部
「
中
央
の
政
策
決
定
と
実
施
」
で
は
、
移
民
行
政
機
関
の
変
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満
洲
国
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
の
な
か
で
「
自
立
性
」
を
獲
得
し
た
と

し
、
他
方
、
満
洲
国
の
移
民
行
政
機
構
に
は
拓
務
省
や
農
林
省
な
ど
日

本
側
関
係
機
関
の
官
僚
が
流
入
し
、
内
部
で
「
日
満
一
体
化
」
が
進
む

状
況
に
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
四
〇
年
代
の
満
洲
国

で
は
、
日
本
の
政
策
方
針
が
直
接
反
映
さ
れ
る
体
制
が
次
第
に
形
成
さ

れ
、
戦
時
下
の
「
開
拓
増
産
」
へ
の
転
換
は
、
結
果
と
し
て
日
本
の
ア

ジ
ア
太
平
洋
戦
争
推
進
の
た
め
に
現
地
住
民
は
労
働
力
と
し
て
動
員
さ

れ
、
現
地
住
民
の
小
作
化
が
公
然
と
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
と
分
析
し

て
い
る
。

　

第
３
章
で
は
、
満
洲
国
の
移
民
行
政
の
う
ち
、
移
民
用
地
の
取
得
、

開
発
、
配
分
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。
初

期
の
移
民
用
地
取
得
は
関
東
軍
が
主
導
し
、
場
当
た
り
的
に
実
施
さ
れ

設
立
経
緯
と
調
査
研
究
の
性
格
、
特
に
活
動
の
中
心
に
な
っ
た
現
地
調

査
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
開
拓
研
究
所
は
満
洲
国
で
開
拓
政
策
が

国
策
と
さ
れ
、
そ
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、「
総
合
的
且

実
践
的
研
究
」
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
た
と
し
、
満
洲
国
各
部
局
や
大

学
と
の
兼
務
制
に
よ
っ
て
、
開
拓
行
政
を
支
え
る
機
能
が
与
え
ら
れ
、

既
設
機
関
と
の
連
携
が
は
か
ら
れ
た
と
論
じ
た
。
同
時
に
、
そ
の
研
究

は
満
洲
開
拓
の
意
義
を
日
本
農
村
の
救
済
に
置
き
、「
五
族
協
和
」
は

不
可
能
と
す
る
初
代
所
長
橋
本
傳
左
衛
門
の
思
想
に
規
定
さ
れ
る
側
面

を
も
っ
て
い
た
す
る
。
さ
ら
に
開
拓
研
究
所
は
政
策
研
究
機
関
と
し
て

の
み
な
ら
ず
、
京
大
農
学
部
を
卒
業
し
た
若
手
研
究
者
が
受
け
入
れ
ら

れ
、
農
家
経
済
調
査
を
実
践
し
た
た
め
、
京
大
農
業
経
済
学
の
実
践
の

場
と
し
て
も
機
能
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

第
２
部
「
地
域
に
お
け
る
政
策
展
開
」
で
は
、
満
洲
国
の
日
本
人
移

民
政
策
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
か
を
、
北
満
・
中
満
・
南
満
の
各

地
域
に
お
け
る
事
例
か
ら
検
討
し
て
い
る
。

　

第
５
章
で
は
、
北
満
に
位
置
す
る
三
江
省
樺
川
県
を
と
り
あ
げ
、
初

期
に
お
け
る
日
本
人
移
民
用
地
の
取
得
と
こ
れ
に
対
す
る
地
域
の
抵
抗

を
分
析
し
て
い
る
。
満
洲
国
初
期
、
関
東
軍
は
三
江
地
域
で
大
規
模
な

移
民
用
地
買
収
に
着
手
し
た
が
、
地
域
の
抵
抗
に
遭
っ
て
方
針
転
換
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
満
洲
国
側
は
在
地
有
力
者
の
利
益
を
確
保
す
る
方
針

を
と
っ
た
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
に
入
植
し
た
日
本
人
移
民
が

た
が
、
政
策
の
拡
大
に
と
も
な
っ
て
、
用
地
取
得
の
た
め
の
国
策
会
社

で
あ
る
満
拓
会
社
が
設
立
さ
れ
、
最
終
的
に
は
国
の
事
業
へ
展
開
し
た

と
す
る
。
ま
た
、
国
策
会
社
満
拓
に
よ
る
用
地
取
得
が
地
域
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
反
発
を
生
む
こ
と
で
、
満
洲
国
は
「
未
利
用
地
開
発
主
義
」
を
採

用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
日
本
の
戦
況
が
悪
化
し
て
い
く
に
従
っ

て
、
土
地
改
良
事
業
を
中
核
と
し
た
「
未
利
用
地
開
発
」
は
、
食
糧
増

産
の
た
め
の
「
緊
急
農
地
造
成
計
画
」
に
転
換
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
。

　

第
４
章
で
は
、
満
洲
国
立
開
拓
研
究
所
（
以
下
、
開
拓
研
究
所
）
の
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Ⅲ　

若
干
の
コ
メ
ン
ト

　

本
書
は
、
満
洲
国
の
移
民
行
政
機
関
の
変
遷
と
そ
の
中
心
的
業
務
と

な
っ
た
移
民
用
地
取
得
を
中
心
に
、
関
東
軍
と
の
関
係
変
化
に
も
注
目

し
な
が
ら
、
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
。
同
時
に
地
域
社
会
の
変
容
過

程
を
検
討
し
て
い
る
が
、
移
民
政
策
は
地
域
の
社
会
構
造
に
大
き
く
影

響
を
受
け
、
新
た
な
移
民
政
策
へ
と
変
容
し
て
い
く
過
程
を
北
満
・
南

満
・
中
満
の
具
体
的
事
例
を
取
り
上
げ
て
実
証
的
に
分
析
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
地
域
社
会
に
対
す
る
分
析
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
人
物

に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。
地
域
の
反
応
は
満
洲
国
の
支
配
と
中
国
東
北

人
民
の
抵
抗
と
い
っ
た
二
項
対
立
だ
け
で
は
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き

ず
、
在
地
有
力
者
層
の
立
場
の
動
揺
に
地
域
の
葛
藤
と
そ
の
複
雑
さ
が

表
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。

　

満
洲
国
史
研
究
に
お
い
て
、「
開
発
」
は
と
て
も
敏
感
な
課
題
で
あ

る
。
確
か
に
著
者
も
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
満
洲
国
期
の
収
奪
の
た
め

の
「
開
発
」、
ま
た
そ
の
「
開
発
」
を
支
え
た
の
は
現
地
の
資
源
や
労

働
力
で
あ
っ
た
。「
開
発
」
の
質
を
問
う
こ
と
は
、
決
し
て
満
洲
国
の

支
配
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
も
賛
美
す
る
こ
と
で
も
な
い
。
た
だ
、「
開

発
」
さ
れ
た
実
態
を
実
証
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
中
国
東
北
地
域
史
を

長
期
的
に
理
解
す
る
う
え
で
、
或
い
は
現
代
の
中
国
東
北
地
域
社
会

を
理
解
す
る
う
え
で
、
と
て
も
重
要
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
日
本
人
移
民
史
、
農
業
政
策
史
分
野
で
は

た
い
へ
ん
優
れ
た
研
究
成
果
で
あ
り
、
中
国
東
北
地
域
史
の
研
究
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
し
た
労
作
で
あ
る
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
事
例
と
し

て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
地
域
に
お
け
る
日
本
人
農
民
の
生
活
実
態
、
現
地

農
民
と
の
「
交
流
」
に
よ
る
日
本
人
移
民
の
認
識
の
変
化
、
日
本
人
が

入
植
後
に
中
国
人
地
主
に
と
っ
て
か
わ
る
過
程
な
ど
を
よ
り
詳
細
に
分

析
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
者
の
今
後
の
研

究
に
期
待
し
た
い
。

　

日
本
だ
け
で
は
な
く
、
現
地
で
の
資
料
収
集
を
積
み
重
ね
、
粘
り
強

く
優
れ
た
研
究
成
果
を
出
し
て
き
た
著
者
に
は
敬
意
を
表
す
。
本
書
は

東
ア
ジ
ア
の
移
民
政
策
史
分
野
に
お
い
て
は
必
読
図
書
で
あ
る
と
考
え

る
。

（
ぱ
く
・
き
ょ
ん
お
く　

一
橋
大
学
）




